
 

令和６年度 奈良市地域自立支援協議会  

（  相談支援 ）グループ 活動報告書 

活動目的 相談支援事業者間の連携を図り、対応方法の蓄積や困ったときの対処を共有する。 

情報の共有、事例の検討などを通し、相談支援専門員の質の向上とフォローアップ

を行う。 

基幹相談支援センターを含む、奈良市の相談支援体制について相互連携、相互理解

を深める。 

テーマ 

取り組み 

ポイント 

① 相談支援専門員のフォローアップ、スキルアップ、人材育成 

② 基幹相談支援センターを含めた奈良市の相談支援体制に関する検討 

③ サービス等利用計画と障害児支援利用計画の質の向上 

④ 関係機関とのネットワーク強化 

⑤ グループ間にまたがる議案の検討 

⑥ その他 

開催実績 ●相談支援グループ会議 

〇令和６年６月１２日、参加者２０名 

〇令和６年８月２１日、参加者１８名 

〇令和６年１１月２０日、参加者２２名 

〇令和７年１月７日、参加者：２０名                                                                                                

〇令和７年３月１２日、参加者：１９名 

 

●相談支援事業所連絡会議 年 2回（対面）、年間のべ参加者：107 名 

〇令和 6年 7月 31 日（水） 

参加者：53名（指定特定相談支援事業所、障害児相談支援事業所） 

〇令和 7年 2月 4日（火） 

参加者：54名（指定特定相談支援事業所、障害児相談支援事業所） 

 

●事例検討会 月 1回最終月曜（オンライン）、年間のべ参加者：250名 

〇令和６年４月２２日、参加者：１４名 

〇令和６年５月２７日、参加者：１４名 

〇令和６年６月２４日、参加者：２２名 

〇令和６年７月２９日、参加者：２３名 

〇令和６年８月２６日、参加者：２２名（うち実習生１名） 

〇令和６年９月３０日、参加者：２１名 

〇令和６年１０月２８日、参加者２０名 

〇令和６年１１月２５日、参加者４２名（初任研修参加者含む） 

〇令和６年１２月２３日、参加者２２名（うち実習生２名） 

〇令和７年１月２７日、参加者１８名 

〇令和７年２月１７日、参加者１７名 

〇令和７年３月３１日、参加者１５名 



 

●進路状況ワーキング 年 2回（対面） 

〇令和 6 年 7 月 8 日（月）参加者：14 人、養護学校進路担当（奈良、西、東、高

等、ろう）、障がい福祉課、たんぽぽ、こすもす、社協 

〇令和 7 年 3 月 6 日（土）参加者：10 人、養護学校進路担当（奈良、西、東、高

等、ろう）、たんぽぽ、こすもす、社協 

 

参加事業所等 主担当：たんぽぽ相談支援センター サブ担当：奈良市基幹相談支援センター 

基幹相談支援センター、委託相談支援事業所（8か所）、障がい福祉課 

今年度の取り組

み協議事項 

 

●相談支援グループ会議 

〇令和６年６月１２日 

自立支援協議会における相談支援関連の会議の整理、相談支援グループの活動計

画、第１回相談支援事業所連絡会議 

〇令和６年８月２１日 

第１回運営委員会での計画不承認、今年度の相談支援グループの活動計画 

〇令和６年１１月２０日 

運営委員会の振り返りと今後の地域支援協議会体制、第２回相談支援事業所連絡会

議、虐待防止研修、事例検討会における相談支援専門員初任者研修受講者参加 

〇令和７年１月７日 

第２回相談支援事業所連絡会議、事業所へのアンケート調査                                                                                                

〇令和７年３月１２日 

虐待防止研修振り返り、事例検討会振り返り、相談支援事業所連絡会議振り返り 

 

●相談支援事業所連絡会議 

〇令和 6年 7月 31 日（水） 

令和 6年度報酬改定における疑問点等、グループワーク 

〇令和 7年 2月 4日（火） 

情報共有「教育支援センターHOP（ホップ）、奈良県若年性認知症サポートセンター」、

グループワーク  

 

●事例検討会（事例の一部） 

・こども園（保育園）入園にあたり、母が仕事で送迎ができないため療育に通うこ

とが難しくなる 

・就学にあたり放デイ利用のための計画書作成の依頼が多い（奈良市の基準で障害

者手帳を所持しない、通常級に在籍する児童は計画が必要。訓練が医療から福祉に

移行しているため希望者が増加しているのでは） 

・軽度知的障害、外国にルーツのある子どもの就学 

・放課後等デイを利用している地域高校に通学している方の進路相談 

・今年度実施された奈良市の地域生活支援事業の更新時の電子申請の利用状況 

・療養施設入所者の福祉施設への移行で本人と家族の意向がちがう 



・ALS で全身性障害の方の入院中の重度訪問介護（コミュニケーション支援）の利

用。ご本人、医療機関側の理解等 

・利用者の金銭管理 

・就労継続支援 B型の報酬改定に伴う影響、就労への移行支援等 

・週 3日一般就労（週 19 時間）されている方の就労継続支援 B 型利用について、

報酬改定や雇用促進法の改正に伴い B型利用基準が概ね週 10 時間までの就労とな

った 

・65 歳以下、2号被保険者でもない 50代の障害のある人の有料老人ホーム入居 

・成人の発達障害の診断を受けるのに、精神科が 2～3 か月待ちですぐに診てもら

えない状況で困っている 

・80 代父と 50代娘（統合失調症、入退院を繰り返している）の支援で、複数の事

業所が支援に入るが、突出した支援をする事業所が他の事業所の批判をして困って

いる 

・50 代女性、知的障害。転倒し大腿骨骨折、リハビリ入院中に精神不安定になり退

院したが、家族負担大きく精神科入院。改善見込めず、退院したが、グループホー

ムには戻れず実家で生活。父母の介護負担大きく今後の見通しが立たない 

・65 歳到達者の介護保険事業所の利用 

 

●進路状況ワーキング 年 2回（対面） 

・令和 7年 3月卒業予定者の状況 

・情報交換（就労選択支援、生活の場、医療ケアが可能な通所事業所等） 

・奈良市の総量規制に関する影響、課題 

・障害支援区分申請等に伴う精神科受診に関する課題 

・養護学校在籍者の不登校 

・藤ノ木学園の在籍者が毎年 2～3 名いるため、生活施設と計画相談の事業所を探

す必要がある 

・今年度の傾向として、生活介護の併用利用の希望が多い 

 

成 果 

 

・相談支援事業所連絡会議を開催することで、相談支援専門員同士が顔の見える関

係を築くことができた。第 2 回相談支援事業所連絡会議で、教育支援センターHOP

（ホップ）、奈良県若年性認知症サポートセンターの方にお越しいただき、事業内

容を説明いただいたことで、奈良市内の専門機関について相談支援専門員に周知す

ることができた。 

・事例検討会で相談支援専門員が抱える問題に関して相談しあうことができた。 

・事例検討会に相談支援専門員初任者研修の実習を受け入れることができた。 

 

重点協議項目 ・第 1回運営委員会にて今年度の計画案が承認されなかったことに伴い、奈良市地

域自立支援協議会の運営のあり方について、改めて考える機会となった。相談支援

グループからの課題のあげ方、個別事例から地域課題へどうつなげていくのか、何

を求められているのか協議を行った。 



・相談支援専門員の数が不足していることに伴い、利用者が相談支援専門員を探す

ことに負荷がかかっている。各相談支援事業所の新規受け入れについて情報公開が

できないか。→次年度より、相談支援事業所連絡会議のアンケート実施時に公開前

提で受入れ状況を調査し、自立支援協議会のホームページで公表する方向。 

・指定特定相談支援事業所、障害児相談支援事業所との連携を事例検討会、相談支

援事業所連絡会議を通して行った。 

来年度の活動へ

向けて 

・グループ内に主任相談支援専門員ワーキングを設置し、主に相談支援専門員初任

者研修受講者の受け入れを担う 

・相談支援専門員の不足について、利用者への負荷軽減のため、相談支援事業所の

空き状況（新規受け入れの可能な状況）を調査し、公表する 

・相談支援専門員が不足しており、障害児相談が必須となる対象児の基準に対し

て、こどもグループと連携しながら、相談支援専門員の視点から奈良市に対して提

言を行う 

・奈良市の相談支援体制をわかりやすく市民等に知らせるためのちらし等を作成

する 

・相談支援専門員が障害のある人に関する資源だけではなく、医療、教育、介護保

険、引きこもり、子ども支援など幅広い情報をもって支援にあたれるように情報提

供を行う 

 

その他 

提言事項など 

・相談支援専門員が不足しており、希望しても相談支援専門員を利用できない人が

いる（相談支援事業所連絡会議、事例検討会、進路状況ワーキング） 

・精神科の新規受診ができる病院が見つからない。障害支援区分の申請、更新の際

に必要な受診先が見つからない。養護学校在籍者は校医に頼ることが多く、件数が

多く、校医の対応困難が困難になっている（事例検討会、進路状況ワーキング） 

・奈良市の総量規制について就労継続支援 B 型の規制は数も多いため当然かと思

うが、生活介護に関してはそれぞれの障害の特性に対応できる事業所が限られるこ

ともあり、総量規制の対象にはそぐわないのではないか（進路状況ワーキング） 

 

 



事業所名 ６）聴覚障害や視覚障害と知的障害の重複の人を受け入れるにあたっての課題があれば教えてください。

にじげん奈良 スタッフのリソース不足の対応（事業性が伴いスタッフを増員できると可能）

生活介護事業にじいろ 事業所の設備や受け入れ体制構築の専門知識

ヒトイロ
ご本人の生産能力とそれに見合った工賃との兼ね合い。少額すぎると失礼であったり、平均工賃を下げることにもつながるので、
安定的な運営が難しくなる。結果、既存の利用者も守れなくなる懸念がある。

生活支援センターたむたむ荘 どのような配慮が必要になるのか学ぶ機会がない

musubi
・どのようなコミュニケーション方法をとるかによって対応できるスタッフがいるか
・視覚障害においては、階段等環境面で課題あり安全に作業できるか
・視覚障害度合いにあった作業が確保できるのか

元氣の里　青空 聴覚障害との重複者の利用は問題ないが、視覚との重複は施設の設備が整っていないため

ウェルビー奈良センター ・訓練内容とご本人のニーズがマッチするか　・講義等の個別対応が難しい

就労継続支援B型事業所　オリーブ・奈良三条町 職員のスキルや作業内容

サンケア・デイセンター 環境がバリアフリーやユニバーサルデザインとなっていない。

Support House みつる会 手話ができる指導者が1人しかいない

Office K(振興センター) コミュニケーションの問題と設備、環境の問題

Ｍｓねっと 孤立してしまわないように配慮する。

さわやぎ 専門知識・技術のある職員の配置、設備

喜蔵庵 支援できる環境や経験、コミュニケーションが課題です。

働く広場・高円
機械を使う作業の特性上、声や音により危険を回避するであったり、汚れ物を検品、洗い、仕上げをする際の汚れの検品作業の
為、現段階では聴覚や視覚障害の方への作業提供や配慮が難しい状況です。

2nd 聴覚障害に関しては手話ができる職員がおらず、筆談のみの対応になる為そちらが課題

あいはうす新大宮駅前 就労内容や施設の整備、支援体制の整備について。

たのしい りーふ 聴覚障害の障害特性や支援方法などの理解とコミュニケーション手段（手話や指文字）の習得

障害者支援施設　菅原園

例えば聴覚と視覚の障害があるとして、職員と利用者のコミュニケーションを取る際の手段が手話以外に確立しているのかどう
か。その点がクリア出来ている場合は受け入れ可能と思われます。
例として
「喉が渇いた」の場合は「指１本で一回」、「トイレ」の場合は「指３本で１回」、「排尿」の場合は「指３本で直線」、「排
便」の場合は「指３本で○」、「PC」の場合は「指４本でバタバタ動かす」などの合図をお互いに共有するなどの方法が考えら
れます。

ワンダーフレンズ奈良 手話ができるスタッフ育成することが一番の課題



ウェルビー近鉄奈良駅前センター
就労を目指す場であるため、一般企業で対応できないような配慮事項は難しい場合があります。利用にあたっては事前に事業所内
をご確認いただいたり、必要な配慮をお伺いしたりできるとミスマッチが防げるかと思います。

ふぁ～みんぐ（就労継続支援B型事業所） 特別な設備の必要性について、まずは作業の体験をして頂いた上で相談させて頂きます。

水間ワークス 就労支援が中心の事業で身辺自立が難しい方の受け入れは現在難しい。スタッフの支援の積み上げがまだないのが課題

集いの里　大洋 現時点では、わかりません。

生活介護事業　ウィズ・ユー 人員の数

成美寮 知識のある職員の配置、設備の改変など

MYPユニバーサル農園 筆談が少しでも出来るか

ＭＹＰ食品作業所 簡単な筆談が出来るか
MYP放課後等デイサービス 筆談で意思疎通が出来ない可能性がある

まんなり　新大宮店
手厚い人員体制と職員の対応力。受入れができる事業所(箱)の整備。
人員の確保と運営コストが課題と感じます。

アースカラーズぷろぼの新大宮
経験がないため、ご本人の困りごとに対する十分な支援や補助の提供ができるか不安。法人内の他部署からのテクノロジーの助
言、補助具の利用などのアドバイスを受けて、利用受入れに向けて一緒に検討させていただくことはできると考えます。

障害者支援施設ボイス西ノ京 コミュニケーション
ジョイアススクールつなぎ 手話ができる支援員。個別対応が人員不足でできない。

LITALICOワークス大和西大寺
受け入れ経験がない。最寄り駅から拠点までのルートに危険性がある(点字ブロックが無い,歩道の幅が狭い,歩道の最中の段差やテ
ナントビル内の段差がある)

ワーカウト奈良 経験がない。何を準備することが必要かわからない。
ワークラボ 同一の障害を有する方がいないこと、マンツーマンでの情報保障が難しいこと、段差・階段があること
合同会社　ふくまろ　就労継続支援Ｂ型事業所　ふく支援知識を備える
Machiya Works こいんどう 重複障がいの方に対応できるスタッフの確保が難しい

ならやま会　おりがみ
コミュニケーション方法や提供する活動内容が大きく違うため、（特定の職員の）マンツーマンにならざるを得ないことがあり、
その分他が手薄になってしまうことがある。バリアフリー化などハード面での問題はすぐには解決しずらい。



ほっとステーション

当事業所は就労継続支援B型であり、４名の軽度の視覚障がい者が通所されている。
当事業所では様々な軽作業を入れ替わり行っているが、単価の高い細かな作業では見えずらさがあり難しく、また光沢がまぶしい
など向かない作業があり、作業を選ぶ必要がある。（指の感覚で行える作業は向いている）
また作業中の確認や作業後の検品を視覚障害のない利用者以上に行う必要がある。（間違いなど本人も気付いていないことがある
ため）
作業に携わる支援者は、通路や床に作業の段ボールや資材を置かないことや、椅子は必ずテーブルに入れるなど他の利用者に危険
が無いよう理解を求めている。
通所では雨の日など暗い日は周りが見えにくいことがあり、送迎が必要のない利用者でも、自宅まで送る必要がある。

奈良医療センター　通所支援事業所　          ぽかぽ
か

視聴覚障害の有無については、普段の支援に基づき判断しているため、手帳等の明確な判断基準ではない。また、ご家族からの聞
き取り内容も加味して、判断している。

空と海 特性については自身を含め、職員のスキルが不十分であることと、急な動きをされる利用者がおられること。



視覚重複

事業所名
就労移
行

生活訓
練

就労継
続（A
型）

就労継
続（B
型）

生活介
護

施設入
所支援

共同生
活援助

視覚・知的障害の重
複の利用者の有無

受け入れの可否

ほっとステーション 〇 いる 可能

にじげん奈良 〇 いない 可能

ウェルビー奈良センター 〇 〇 いない 可能

Msネット 〇 〇 いない 可能

奈良医療センター　通所支援事業所　ぽかぽか 〇 いる 可能

障害者支援施設　菅原園 〇 〇 いる 可能

ウェルビー近鉄奈良駅前センター 〇 いない 可能

2nd 〇 いない
可能, 視覚障害の利用者はいるので、作業や環境など本人が
問題なければ受け入れは可能

やまと・よろず奈良中央事業所 〇 いない
 ご本人様の状況を面談で確認のうえ、受け入れ可否を判断さ
せていただきます。

ヒトイロ 〇 いない 程度に応じて検討の余地あり。

サンケア・デイセンター 〇 〇 いる
生活介護では階段や段差があり、就労Bでは農作業などがメイ
ンになります。見学に来ていただいて検討する事になりま

水間ワークス 〇 〇 〇 いる 適性による

生活支援センターたむたむ荘 〇 いない 視覚障害と精神障害の重複の方はいます

あいはうす新大宮駅前 〇 〇 いない
障がいの程度によっては受け入れがむつかしい場合もござい
ます。

ふぁ～みんぐ（就労継続支援B型事業所） 〇 いない
是非、まずは農作業または軽作業の体験をして頂きたいで
す。

集いの里　大洋 〇 いない 前向きに検討したいです（スタッフの手話中級取得者あり）

Office K(振興センター) 〇 いない 体制を整え、条件が合えば検討の余地あり

ならやま会　おりがみ 〇 〇 いる
難しい, 現時点での配置職員で対応がぎりぎりの為、このま
まの職員数では難しい。

障害者支援施設ボイス西ノ京 〇 〇 いる ADLの自立度等による

LITALICOワークス大和西大寺 〇 いない 可能であるが、環境面で工夫が必要

ワークラボ 〇 いない
昨年盲学校から見学・体験依頼があり来所されたが利用に名
は至らなかった。相談および体験の状況を見て判断

ジョイアススクールつなぎ 〇
過去には在籍者がい
たが、今はいない。

弱視の方だったので受け入れられた。

オリーブ・奈良三条町 〇 いない 難しい



視覚重複

Support House みつる会 〇 いない 難しい

就労継続支援B型事業所フラッフィー 〇 いない 難しい

さわやぎ 〇 いない 難しい

喜蔵庵 〇 〇 いない 難しい

働く広場・高円 〇 〇 いない 難しい

ワンダーフレンズ奈良 〇 いない 難しい

フューチャーステーション 〇 いない 難しい

来夢green 〇 いない 難しい

ＭＹＰ食品作業所 〇 いない 難しい

まんなり　新大宮店 〇 いない 難しい

合同会社　ふくまろ 〇 いない 難しい

Machiya Works こいんどう 〇 いない 難しい

空と海 〇 〇 いない 難しい

musubi 〇 いない 難しい, 作業や、環境面で揃っていないため

生活介護事業にじいろ 〇 いない 難しい

生活介護事業　ウィズ・ユー 〇 いない 難しい

万葉苑デイサービスセンター 〇 いない 難しい

ワーカウト奈良 〇 いない 難しい, 研修を受けたスタッフが不在

三蔵庵 〇
過去には在籍者がい
たが、今はいない。

難しい

成美寮 〇 〇 いない 難しい

元氣の里　青空 〇 いない 難しい

アースカラーズぷろぼの新大宮 〇 いない 難しい

グループホームノイエ 〇 いない 難しい



視覚重複

MYPユニバーサル農園 いない 難しい
たのしい りーふ いない 難しい
MYP放課後等デイサービス いない 難しい



聴覚重複

事業所名
就労移
行

生活訓
練

就労継
続（A
型）

就労継
続（B
型）

生活介
護

施設入
所支援

共同生
活援助

視覚・知的障害の重
複の利用者の有無

受け入れの可否 手話ができる職員の有無

にじげん奈良 〇 いない 可能 AI同時通訳システムがあるため手話が
なくとも会話可能 (SureTalk)

あいはうす新大宮駅前 〇 〇 いる 可能 多少できます。

ふぁ～みんぐ 〇 いない 可能 いる

Msネット 〇 〇 いる 可能 いる

Support House みつる会 〇 いない 可能 いる

就労継続支援B型事業所フラッフィー 〇 いない 可能 いない

フューチャーステーション 〇 いる, いない 可能 いる

来夢green 〇 いない 可能 いる

ＭＹＰ食品作業所 〇 いる 可能 いない

奈良医療センター
通所支援事業所ぽかぽか

〇 いる 可能 いない

生活介護事業にじいろ 〇 いる 可能 いない

三蔵庵 〇
過去には在籍者がいた
が、今はいない。

可能 いる

障害者支援施設　菅原園 〇 〇 いない 可能 いない

障害者支援施設ボイス西ノ京 〇 〇 いる 可能 いない

ウェルビー近鉄奈良駅前センター 〇 いる 可能 いない

LITALICOワークス大和西大寺 〇 いない 可能 いる

元氣の里　青空 〇 いない 可能 いる

ヒトイロ 〇 いない 程度に応じて検討の余地あり。 いない

やまと・よろず奈良中央事業所 〇 いない
 ご本人様の状況を面談で確認のうえ、受け入れ可否を
判断させていただきます。

いない

ウェルビー奈良センター 〇 〇 いない ご本人の要望に沿えるか否かの話し合いは必要 いない

サンケア・デイセンター 〇 〇 いない
障害が重複するからお断りする事はありませんが、実
際に見学に来ていただいて検討するという形になると

いない

生活支援センターたむたむ荘 〇 いない
どのような対応が必要となるのかお聞きしてから検討
したい

いない

集いの里　大洋 〇 いる
前向きに検討したいです（スタッフの手話中級取得者
あり）

いる

ならやま会　おりがみ 〇 〇 いる
コミュニケーションの取り方が確立しているか等、
ケースによります

いない



聴覚重複

musubi 〇 いない コミュニケーションの方法によって可能 いない

ワークラボ 〇
過去には在籍者がいた
が、今はいない。

相談および体験の状況を見て判断 いる

2nd 〇 いない 難しい, 手話ができる職員が現状いないため いない

ほっとステーション 〇 いない 難しい いない

水間ワークス 〇 〇 〇 いない 難しい, いない

Office K(振興センター) 〇 いない いない

オリーブ・奈良三条町 〇 いない 難しい いない

さわやぎ 〇 いない 難しい いない

喜蔵庵 〇 〇 いない 難しい いない

働く広場・高円 〇 〇 いない 難しい いない

ワンダーフレンズ奈良 〇 いない 難しい いない

まんなり　新大宮店 〇 いない 難しい いない

合同会社　ふくまろ 〇 いない 難しい いない

Machiya Works こいんどう 〇 いない 難しい
いない, みんなで手話に取
り組んでいる

空と海 〇 〇 いない 難しい いない

生活介護事業　ウィズ・ユー 〇 いない 難しい いない

万葉苑デイサービスセンター 〇 いない 難しい いない

ワーカウト奈良 〇 いない 難しい, 研修を受けたスタッフが不在 いない

成美寮 〇 〇 いない 難しい いない

ジョイアススクールつなぎ 〇 いない 難しい いない

アースカラーズぷろぼの新大宮 〇 いない 分からない いない

グループホームノイエ 〇 いない 難しい いない



聴覚重複

MYPユニバーサル農園 いない 可能 いない
たのしい りーふ いる 可能 いる
MYP放課後等デイサービス いない 難しい いない



聴覚障害や視覚障害と知的障害の重複の人を受け入れるにあたっての課題

スタッフのリソース不足の対応（事業性が伴いスタッフを増員できると可能）
事業所の設備や受け入れ体制構築の専門知識
ご本人の生産能力とそれに見合った工賃との兼ね合い。少額すぎると失礼であったり、平均工賃を下げることにもつながるので、安定的な
運営が難しくなる。結果、既存の利用者も守れなくなる懸念がある。
どのような配慮が必要になるのか学ぶ機会がない
・どのようなコミュニケーション方法をとるかによって対応できるスタッフがいるか
・視覚障害においては、階段等環境面で課題あり安全に作業できるか
・視覚障害度合いにあった作業が確保できるのか
聴覚障害との重複者の利用は問題ないが、視覚との重複は施設の設備が整っていないため
・訓練内容とご本人のニーズがマッチするか　・講義等の個別対応が難しい
職員のスキルや作業内容
環境がバリアフリーやユニバーサルデザインとなっていない。
手話ができる指導者が1人しかいない
コミュニケーションの問題と設備、環境の問題
孤立してしまわないように配慮する。
専門知識・技術のある職員の配置、設備
支援できる環境や経験、コミュニケーションが課題です。
機械を使う作業の特性上、声や音により危険を回避するであったり、汚れ物を検品、洗い、仕上げをする際の汚れの検品作業の為、現段階
では聴覚や視覚障害の方への作業提供や配慮が難しい状況です。
聴覚障害に関しては手話ができる職員がおらず、筆談のみの対応になる為そちらが課題
就労内容や施設の整備、支援体制の整備について。
聴覚障害の障害特性や支援方法などの理解とコミュニケーション手段（手話や指文字）の習得

例えば聴覚と視覚の障害があるとして、職員と利用者のコミュニケーションを取る際の手段が手話以外に確立しているのかどうか。その点
がクリア出来ている場合は受け入れ可能と思われます。
例として
「喉が渇いた」の場合は「指１本で一回」、「トイレ」の場合は「指３本で１回」、「排尿」の場合は「指３本で直線」、「排便」の場合
は「指３本で○」、「PC」の場合は「指４本でバタバタ動かす」などの合図をお互いに共有するなどの方法が考えられます。

手話ができるスタッフ育成することが一番の課題
就労を目指す場であるため、一般企業で対応できないような配慮事項は難しい場合があります。利用にあたっては事前に事業所内をご確認
いただいたり、必要な配慮をお伺いしたりできるとミスマッチが防げるかと思います。



特別な設備の必要性について、まずは作業の体験をして頂いた上で相談させて頂きます。
就労支援が中心の事業で身辺自立が難しい方の受け入れは現在難しい。スタッフの支援の積み上げがまだないのが課題
人員の数
知識のある職員の配置、設備の改変など
筆談が少しでも出来るか
簡単な筆談が出来るか
筆談で意思疎通が出来ない可能性がある
手厚い人員体制と職員の対応力。受入れができる事業所(箱)の整備。
人員の確保と運営コストが課題と感じます。
経験がないため、ご本人の困りごとに対する十分な支援や補助の提供ができるか不安。法人内の他部署からのテクノロジーの助言、補助具
の利用などのアドバイスを受けて、利用受入れに向けて一緒に検討させていただくことはできると考えます。
コミュニケーション
手話ができる支援員。個別対応が人員不足でできない。
受け入れ経験がない。最寄り駅から拠点までのルートに危険性がある(点字ブロックが無い,歩道の幅が狭い,歩道の最中の段差やテナント
ビル内の段差がある)
経験がない。何を準備することが必要かわからない。
同一の障害を有する方がいないこと、マンツーマンでの情報保障が難しいこと、段差・階段があること
支援知識を備える
重複障がいの方に対応できるスタッフの確保が難しい
コミュニケーション方法や提供する活動内容が大きく違うため、（特定の職員の）マンツーマンにならざるを得ないことがあり、その分他
が手薄になってしまうことがある。バリアフリー化などハード面での問題はすぐには解決しずらい。

当事業所は就労継続支援B型であり、４名の軽度の視覚障がい者が通所されている。
当事業所では様々な軽作業を入れ替わり行っているが、単価の高い細かな作業では見えずらさがあり難しく、また光沢がまぶしいなど向か
ない作業があり、作業を選ぶ必要がある。（指の感覚で行える作業は向いている）
また作業中の確認や作業後の検品を視覚障害のない利用者以上に行う必要がある。（間違いなど本人も気付いていないことがあるため）
作業に携わる支援者は、通路や床に作業の段ボールや資材を置かないことや、椅子は必ずテーブルに入れるなど他の利用者に危険が無いよ
う理解を求めている。
通所では雨の日など暗い日は周りが見えにくいことがあり、送迎が必要のない利用者でも、自宅まで送る必要がある。

視聴覚障害の有無については、普段の支援に基づき判断しているため、手帳等の明確な判断基準ではない。また、ご家族からの聞き取り内
容も加味して、判断している。
特性については自身を含め、職員のスキルが不十分であることと、急な動きをされる利用者がおられること。



相談支援事業所の空き状況（令和7年6月調査分）

事業所名 住所 電話番号 メールアドレス 営業日時
対応状況

[身体障害]

対応状況

[知的障害]

対応状況

[精神障害]

対応状況

[難病]

対応状況

[障害児]

空き状況

[計画相談]

空き状況

[障害児相

談]

対応障害種別、新規受入に関する備考

たんぽぽ相談支援センター 奈良市六条西3丁目25－4 0742-40-1030 soudanshien@popo.or.jp
月～金、10：00～18：

00
主に対応 主に対応

対応実績あ

り

対応実績あ

り
主に対応 空き無 空き無

委託相談支援事業所のため、一般相談をお受けしています。計画相

談・障害児相談につきましては、お住まいの地域や障害・ご家庭の

状況等でご相談に応じています。

◎ ◎ 〇 〇 ◎ ✕ ✕

相談支援センターこすもす 奈良市奈良阪町２２９２—２ 0742-27-5778 kosmos@smile.ocn.ne.jp 平日９時から１８時 主に対応 主に対応
対応実績あ

り

対応実績あ

り

対応実績あ

り
空き無 空き無

◎ ◎ 〇 〇 〇 ✕ ✕

相談支援事業所リベルテ

奈良市西大寺赤田町1丁目4

番13号　河辺ハイライフ

コーポ107号室

0742-45-2272 公開していません
月曜日～金曜日　9:00

～17:00　（土日祝休

日）

対応実績な

し

対応実績あ

り
主に対応

対応実績な

し
指定無 空き無 空き無

現実問題受け入れは困難であるが、事例内容によっては事業所内で

共有・検討し関わっていく事も可能としている。

△ 〇 ◎ △ ✕ ✕ ✕

相談支援事業所歩っと
奈良市三条町512-3ピュアグ

ランデ202
0742-20-5988 公開していません

月～金（祝祭日除く）

9：00～17：00

対応実績な

し

対応実績な

し
主に対応

対応実績な

し
指定無 空き無 空き無

委託相談支援事業所のため、基本的には計画相談は受けていない。

困難ケースについては検討。主に三笠・若草・春日飛鳥・都南包括

圏域について対応。

△ △ ◎ △ ✕ ✕ ✕

生活支援センターたむたむ荘
奈良市富雄元町2-7-25　SSK

ビル305
080ｰ9005－5235 face@m3.kcn.ne.jp

月、火、水、金、土

9:30～17:30　※火は

10:30～17:30

対応実績あ

り

対応実績あ

り
主に対応

対応実績な

し

対応実績あ

り
空き無 空き無

主に精神疾患、精神障害の方の一般相談支援（障害福祉サービスに

限らない生活上の相談）を行っていますが、その他の方もご相談い

ただけます。二名・富雄東・富雄西・登美ヶ丘の地域包括支援セン

ターの圏域を主な活動範囲としています。

〇 〇 ◎ 〇 〇 ✕ ✕

奈良市社会福祉協議会 奈良市杏町７９－４ 0742-93-3261
narasishakyo-

f@narashi-syakyo.com

火～土（祝日含む）午

前９時～午後５時まで 主に対応 主に対応 主に対応 指定無 指定無 空き無 空き無 現在は新規は受け付けていない

◎ ◎ ◎ ✕ ✕ ✕ ✕

東大寺福祉療育病院 奈良市雑司町406-1 0742-27-6722 公開していません
月～金（祝日のぞく）

8:45～17:30

対応実績あ

り

対応実績あ

り

対応実績な

し

対応実績な

し

対応実績あ

り
非公開 非公開

〇 〇 △ △ 〇 ― ―

仔鹿園相談支援センター 奈良市古市町１－２ 0742-62-2780

soudan-

kojikaen@hozanji-

wel.org

月曜日～金曜日

9:00~17:00　月１回土

曜日（不定期）

9:00~15:00

対応実績な

し

対応実績な

し

対応実績な

し

対応実績な

し
主に対応 空き無 空き無

対応障害種別は、障害児です。乳幼児から概ね小学校６年生までで

す。

新規の受付は、乳幼児と小学校低学年が主です。

現在、計画相談にすぐの対応は難しいです。

基本相談、療育相談は随時対応します。

△ △ △ △ ◎ ✕ ✕

奈良西相談支援センターポラ

ン

奈良市帝塚山南４丁目１１

‐１０
0742-81-8877

polan-

aohani@aohani.com

月曜日～金曜日９時～

１７時（国民の祝日・

年末年始は休み）

対応実績な

し
主に対応

対応実績あ

り

対応実績な

し
指定無 非公開 非公開

△ ◎ 〇 △ ✕ ― ―

しおん相談支援センター
奈良市三条町511-1 正木第2

ビル202
0742-26-3698 公開していません 月～金 9時～18時 非公開 非公開 非公開 非公開 主に対応 非公開 非公開 障害児相談支援のみ応相談

― ー ― ― ◎ ― ―

岡谷会相談支援センター 奈良市西木辻町200 0742ｰ20－5766
soudanshien@okatanikai

.jp

月曜日～金曜日、土日

祝休み、9:00～17:30

対応実績あ

り

対応実績あ

り

対応実績あ

り

対応実績あ

り

対応実績あ

り
空き無 空き無

〇 〇 〇 〇 〇 ✕ ✕

ホホエモ
奈良市杉ヶ町35－2中田ビル

201
0742-81-7884 公開していません

月曜日　水曜日から土

曜日　9:00～18:00

対応実績あ

り
主に対応 主に対応

対応実績あ

り

対応実績あ

り
空き無 空き無

対応状況　　主に対応：◎、対応実績あり：〇、対応実績なし：△、指定無：✕、非公開：－

空き状況　　空き有：〇、空き無・指定無：✕

mailto:Wing@heiwakai.or.jp※公開の可否


〇 ◎ ◎ 〇 〇 ✕ ✕

ツクルベース
奈良市二条大路南1-3-1ミ

ナーラ3F
0742-93-9292 公開なし

火曜から土曜　10:00〜

18:00

対応実績な

し

対応実績な

し

対応実績な

し

対応実績な

し
主に対応 空き無 空き無

現在は今年度の受け入れはできませんが、毎年1月から3月の間で調

整しています。法人内利用者様は都度対応（調整）しています。

△ △ △ △ ◎ ✕ ✕

ばくのゆめ 奈良市法華寺町82-2 0742-30-2892 master@bakunoyume.com
月曜日〜金曜日　9:30

〜18:30

対応実績あ

り

対応実績あ

り

対応実績あ

り

対応実績あ

り

対応実績あ

り
非公開 非公開 お問い合わせください。

〇 〇 〇 〇 〇 ― ―

自立生活センターサポート２

４

奈良市法連町１０２７ー１

若草ハイツ一階
0742ｰ26ｰ6150 nsupo24@gmail.com

月曜日〜金曜日　９時

〜１７時

対応実績な

し

対応実績な

し

対応実績な

し

対応実績な

し

対応実績あ

り
空き無 空き有

△ △ △ △ 〇 ✕ ✕

こんぺいとう 奈良市東九条町２６１－２ 0742-50-3030 公開していません 月～金
対応実績あ

り

対応実績あ

り

対応実績あ

り

対応実績あ

り

対応実績あ

り
非公開 非公開

〇 〇 〇 〇 〇 ― ―

バルツァゴーデル 奈良市鹿野園町1000-1 0742-21-7111 kawano@valsta.jp 9:00-17:30 主に対応 主に対応 指定無
対応実績あ

り
指定無 空き無 空き無

計画相談は基本入所者のみ対応

医療的ケア、重症心身障害のある人に対応しています。

◎ ◎ ✕ 〇 ✕ ✕ ✕

相談支援センターふーぷ（Ｈ

ＯＯＰ）
奈良市秋篠町1388-2 0742-53-0212 公開していません

月曜日～金曜日　9時～

17時（祝日を除く）

対応実績な

し
主に対応

対応実績な

し

対応実績な

し

対応実績あ

り
非公開 非公開

成人の相談支援は当法人通所事業の利用者が中心。新規受入は積極

的には行っていないが、契約者数の変動に応じて随時対応。障害児

は事業所所在地の小学校区内に限り対応。

△ ◎ △ △ 〇 ― ―

わーく 奈良市山陵町110－7 0742-93-4035 w-lab@sky.plala.or.jp

第3土曜日9：00～12：

30、他1日（8：45～

17：00）不定期

非公開 非公開 非公開 非公開 指定無 空き無 空き無
当法人サービス利用者に限定して受入れを行っていますので、その

他の新規受入れは難しい状況です。

― ー ― ― ✕ ✕ ✕

ハーモニーケアサービス 奈良市古市町2039 0742-81- 8626 公開していません 月曜日から金曜日
対応実績な

し

対応実績あ

り

対応実績な

し

対応実績な

し

対応実績あ

り
空き無 空き無

△ 〇 △ △ 〇 ✕ ✕

有限会社あんしん 奈良市中山町1251-1 0742-41-8777

anshin-

keikaku@anshingakuenma

e.jp

月～金　８:30～17:30

土・日お休み

対応実績あ

り

対応実績あ

り
主に対応 非公開

対応実績あ

り
空き無 空き無

〇 〇 ◎ ― 〇 ✕ ✕

相談支援事業所　いっと 奈良市富雄泉ヶ丘5-12 0742ｰ42ｰ8372 公表していません 土曜　日曜休み
対応実績あ

り

対応実績な

し
主に対応

対応実績あ

り

対応実績な

し
空き無 空き無

〇 △ ◎ 〇 △ ✕ ✕

セルポート
奈良市大宮町4丁目266－1三

和大宮ビル401
0742－32‐3048 selport.plan@gmail.com

月～金（平日）9時～17

時　祝日のぞく

対応実績あ

り

対応実績あ

り

対応実績あ

り

対応実績あ

り
指定無 非公開 空き無

計画相談＝現在、新規受け入れについては、すぐには難しいです

が、ご相談ください。

障害児相談＝空き無と入力していますが、「指定無」のため受付で

きません。

〇 〇 〇 〇 ✕ ― ✕

ＣＯＣＯＬＯ
奈良市都祁白石町２３０７

番地
0743-82-1811

wagoukai2307@yahoo.co.

jp

営業日：月～金　10時

から15時　　休日：土

日祝　8/13～16

12/28～1/4

対応実績あ

り
主に対応

対応実績あ

り
指定無 指定無 空き無 空き無

〇 ◎ 〇 ✕ ✕ ✕ ✕

相談支援事業所とびら 奈良市南京終町7丁目540-5 0742-31-9052
tsunagi500880@lime.

ocn.ne.jp

月曜日～金曜日　9:00

～17:00

対応実績な

し
主に対応

対応実績あ

り

対応実績な

し
主に対応 空き無 空き無

△ ◎ 〇 △ ◎ ✕ ✕

こぶしの会相談支援センター 奈良市古市町529－4 080ｰ1445－7894
kobushi.soudan@gmail.c

om

月～金　9：00～17：

30

対応実績あ

り
主に対応 主に対応

対応実績あ

り

対応実績あ

り
空き無 空き無

〇 ◎ ◎ 〇 〇 ✕ ✕

障がい者支援センター　オネ

スティ

奈良市南京終町二丁目1201-

17
0742-61-0888 公開してない 月~金（土日祝は休み）

対応実績あ

り
主に対応 主に対応

対応実績あ

り

対応実績あ

り
空き有 空き有

タイミングによります。新規重なっているときは難しいときがあり

ます。

mailto:tsunagi500880@lime.ocn.ne.jp
mailto:tsunagi500880@lime.ocn.ne.jp


〇 ◎ ◎ 〇 〇 〇 〇

相談支援事業所アーチ 奈良市西大寺国見町3-5-5 080ｰ5629ｰ4594 公開していません
月～金(祝祭日除く)

9:00～17:00

対応実績な

し

対応実績あ

り
主に対応

対応実績な

し
指定無 空き有 空き無 新規は要相談、児童は指定なし

△ 〇 ◎ △ ✕ 〇 ✕

相談支援センターみつばち 奈良市中山町1290-4 0742-93-5004 mitubachi-1@outlook.jp

月曜日、水曜日、金曜

日（祝祭日、12/30～

1/3までを除く）

対応実績あ

り

対応実績あ

り
主に対応 非公開

対応実績あ

り
空き無 空き無

〇 〇 ◎ ― 〇 ✕ ✕

相談支援のんたん 奈良市あやめ池南1-1-14 0742-93-9816 公開していません 月～金曜日　10～16時
対応実績な

し

対応実績な

し

対応実績な

し

対応実績な

し
主に対応 空き無 非公開

△ △ △ △ ◎ ✕ ―

ここから相談所
奈良市三条大路2丁目1-76プ

レナコート2階
0742-36-0005

kokokarasoudanjo@gmail

.com

・月～土・祝日9：00～

18：00・日曜休み

対応実績な

し

対応実績あ

り
主に対応

対応実績な

し
主に対応 空き無 空き無

△ △ ◎ △ ◎ ✕ ✕

あくあ 奈良市高畑町６２６番３号 0742ｰ93ｰ5037 公開していません
毎週火曜日　9時～１２

時
主に対応

対応実績な

し

対応実績な

し

対応実績な

し
指定無 空き有 非公開

◎ △ △ △ ✕ ✕ ―

相談支援センターくれよん
奈良県奈良市中町５００－

１
0742ｰ51ｰ6604

narayamakai-

kureyon@td5.so-

net.ne.jp

月曜～金曜　９：００

～１７：００営業

土日祝休日

対応実績あ

り

対応実績あ

り

対応実績あ

り

対応実績あ

り
主に対応 空き無 空き無

併設の児童発達支援センターくれよん入園時に必要なケアプランは

作成可能。

〇 〇 〇 〇 ◎ ✕ ✕

相談支援センタ-yolo
奈良市北の庄町116-4 陽気

園内
0742-50-0008 yolo@kikyokai.jp 9:00-17:00

対応実績あ

り

対応実績あ

り

対応実績あ

り

対応実績あ

り

対応実績あ

り
空き有 空き有

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

相談支援事業所　りあん 奈良市神殿町６５６－４ 0742-95-7005
lien-

nara@tsunagunara.jp

8：30～17：30　月～

金(祝日含む）

対応実績あ

り
主に対応

対応実績あ

り

対応実績あ

り

対応実績な

し
空き無 空き無

〇 ◎ 〇 〇 ✕ ✕ ✕

ケアサポートなずな
奈良市大安寺三丁目3-15-

105
0742-63-0616 公開していません 月～金　9時～18時

対応実績な

し

対応実績な

し

対応実績あ

り

対応実績な

し
指定無 空き無 空き無

△ △ 〇 △ ✕ ✕ ✕

サンケア・アシスト
奈良県奈良市学園大和町1-

304
0742ｰ93ｰ3863 assist@suncare.work

平日9：00～17：00

会社規定により土曜日

出勤日あり

対応実績な

し

対応実績あ

り

対応実績あ

り

対応実績な

し

対応実績あ

り
空き無 空き無

△ 〇 〇 △ 〇 ✕ ✕

相談支援センターかかし 奈良市六条西３丁目3-21 0742-43-9439 ono@kakashi-nara.net
9：30～17：00　（休

日：土・日・祝祭日）
主に対応 主に対応 主に対応

対応実績あ

り
指定無 空き無 空き無

◎ ◎ ◎ 〇 ✕ ✕ ✕

相談支援センターきららの木

きらきら
奈良市三碓町2250-11 0742-41-2801

kiraranoki.soudan@g

mail.com
月～金　10:00～16:00

対応実績あ

り

対応実績あ

り

対応実績な

し
指定無 主に対応 空き無 空き有 新規受け入れは難しい。しかし近隣の児童は対応している。

〇 〇 △ ✕ ◎ ✕ 〇

相談支援センターアマテラス
奈良市高天町5-4オガタビル

1階
0742-93-3421 公開していません 月～金　9時～18時

対応実績あ

り

対応実績あ

り
主に対応

対応実績あ

り
指定無 空き有 空き無

相談員1名のためその月に対応できる人数をみながら新規受け入れを

しています。

〇 〇 ◎ 〇 〇 ✕

みつわ会相談支援センター 奈良市北之庄町658番地1 0742ｰ63ｰ3803
mitsuwa294@gmail.co

m

下知～金、9:00～18：

00、土日祝休み
主に対応 主に対応 主に対応

対応実績あ

り

対応実績な

し
空き無 空き無

◎ ◎ ◎ 〇 △ ✕ ✕

相談支援事業所夢

プレゼントなかがわ

相談支援センターいま・ここ

mailto:kiraranoki.soudan@gmail.com
mailto:kiraranoki.soudan@gmail.com
mailto:mitsuwa294@gmail.com
mailto:mitsuwa294@gmail.com


相談支援事業所あいあい

相談支援GH

相談支援センターコンチェル

ト

新大宮相談支援センター

子育てサポート・ふれ愛　相

談支援事業所

相談支援事業所e-station

市外事業所等

green 天理市富堂町１２６－１２ 070-1484-2644
bakugreen0507@gmail.co

m

月～金（祝日除く）

８：４５～１７：３０

対応実績あ

り

対応実績あ

り

対応実績な

し

対応実績あ

り
主に対応 空き無 空き有

児童については、受け入れ可能かもしれませんので、お問い合わせ

ください。

〇 〇 △ 〇 ◎ ✕ ✕



報告書 

「聴覚障害および視覚障害が重複している知的障害のある成人が利用できる福祉事業所（通所）に関するアンケート調査」 

■目的 

・奈良市内にある聴覚障害と知的障害、視覚障害と知的障害が重複している障害のある人の利用を受け入れている福祉事業所の実態を知る。 

・聴覚障害と知的障害、視覚障害と知的障害が重複している障害のある人が通所施設を利用するにあたって課題となっていることを知る。 

■方法 

・記述式によるアンケート調査を「Google フォーム」を利用して行う。 

■対象 

・奈良市にある通所事業所（生活介護、就労継続支援、就労移行支援、自立訓練）。135 件。 

■質問内容 

①現在、聴覚障害との重複障害の人が利用しているか     ②今後、聴覚障害の人を受け入れることが可能か 

③現在、視覚障害との重複障害の人が利用しているか     ④今後、視覚障害の人を受け入れることは可能か    ⑤手話ができる職員がいるか。 

⑥聴覚障害や視覚障害との重複障害の人を受け入れるにあたっての課題 

■結果の開示方法 

・各事業所に対して、情報開示の許可を得る。 

・情報開示を許諾された事業所の情報のみ、基幹型・委託・指定特定・指定障害児相談支援事業所に共有する。 

■実施時期 

令和 7年 3月～4月 

■有効回答数 

135 件中 52件 

■実施主体 

奈良市地域自立支援協議会相談支援グループ（担当：たんぽぽ相談支援センター） 
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